
3.2.4 環境 リスクと環境倫理 (地球工学科 内山巌雄)
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工学給理 ｢環境 と倫理｣ 地球工学科･担当

都市発着工学専攻 内山 巌撞 (2003･]-1･7)

1.生態完としての書賢境

i972辛ストー/クホルムT開かれたE;喜入脚斉講包袋

は,有名な ｢人間常連重曹 〔Dt⊂larLtLOn CutthE岩u-

n m EnV皿:■n皿瓜t)を行い,濠碑のもつ意費を改めて泣

出し,衆議の環捜.改せ.天成夏空4/D津野から育書初の

茄出凄艶 人口散乱 皇宮謂鼠 教育について原則的TL

ことがら重点明した.こh･は,とりもfl盲さす′われわ

れが凍魂を考えも,3息 重来のiうに卦こ乱 しと･国々の

諌境転子との鍋島だ吋を考遺す壬ばか'Oでなく.いまや

われわれは軸 を広く生盟宗として,皇韓的な把壷のも

とに保圧を加えてゆかねばJi-ら泊及静にきていることを

街括るもq)である.

<人間乳糖震音 (一部分のみ)>

三.人たたえず堤鹿毛生かし,発見,発明.叡地T.-よ

ぴiB歩を表せ･轄せれ亡ならない.キヨ匹園の貴韓モ毘羊

す竜人潤の力払 野明に用いるならば,すべての人々に

閤串の熱吉と生唐の罪を向上冒せ宅腰卓をもたらすこせ

がでさる.集って,または不珪憲に掩い与!=ら諾.同じ

カは.人潤と人間盈頚k:対しはか13知れILい薯をもたら

すことにもfE亘.われq:h-は鞄凍上の多くの地境に宙い

て,人工の事が頚/i:しつつあることを知っていろ.その

筈とは.九 六九 東地,およTJ:生歯の危険なLIJiルに

為した汚込.生態園の生せ学的均苛に封する大きな.か

つ星ましくfLいかく乱.かけがえの71い蛮牙の症憩と括

海をよび人工の狂乱 とくに.生活課嵐 労.E層塊にお

け盲人細中内世的,庸葡軌 社食的確軌t晋を与,̂もろは
止はだLい欠席である.

人間嘗墳{･生甥束として考えるIiら凪 作用をするも

め,作用をうりそらのは同時忙丘転して,作用をうげろ

もの,作葛をするものともなる.したが-.て,人間の些

転意軌も 茶室軽を考えて.E3帝京をさぐりながら行わ

れるべきで,さもtj:いと某∈蕗か攻頑言n ,や摩ては系

の中にある人蘭昌海の尊王すら危祭に言らされて しま

つ.
駒を食物にとTTu軌 飴勧;-i_人間を含めて_.従只葉菜を

行っているので,光合成や主君同化作霜を行う坐し正常苛

の産額の存在な(して宗養福生は不可促である.したが

7て,大東芳弘.水貫や土韻汚顕.山野FD苦韓串によっ

て周勧め成育を阻音Tもようなことになれば,その行末

かどうtL与かi巨明のことで去る.
生想き く亡亡01喝y)という苫蕪を丑初に使用したのは.

Hヱ亡⊂keiで売る#,掛まそれを autロeCQIogyと syncI
coiO富γにfiけた.

頚境生運筆乳 歯空.化学即 工費笥田子と包拝として

の人間の親房を生是学的に研究す毒力牙で∫ こTLは眉藤

生妓撃 (auto蛇0】QgT)q)領域にJEナZ..再生撃 .公売衛

生学は,人間を信任としてより}恭匝 (EmST)や LDJn･

皿 - 町 としてみてITrlモので, こflJi器体生塵撃 -く8㌢

heこ01g町)申分野にZE.T石.しかし,これらは単に最倉

上の相漣k:すぎず,案覇は両者を読-した葛に立.1て研
究を遭めねば止らない.

また,近代真筆にJ:れは1人の蓮見 県南を索転(ag-

e3jE),青竜 (-Tho止血弛亡).古主 Cuoh-+.)C胡互Bl浦 か

ら考えている.

;胃瓦とは,直蕃清三に与える剖乱 直弘 髭轡のこと

であり,肩三とi,三先天抱i孟伝助鞍鼻乱 捧君.盤と後天

的1工事%,教育,文･:b!1どによって戎表される超莞隻を

もった宙韓のことで,畏まと指揮三と溝田土を同舟,両

者にいろいろの繋留を及ぼT執里的,化学軒,生勧学的

垂上び杜重臣謀的な選手の壌合である,このようk:畢裸

の塵｡転 ･餌 に与える紫電結毒打払て大音い.

顔色牡哲 単車瀬王ら,R主缶替

艮 S･l L'Eじた宗〔皇軍育.賄果考,分好守)

生態宗として榊 は,喜美三縄の助骨庸講義として閉

じていた.すflわも,童盛者 〔連立崇星をTTうもの),

消男尊 (従属果菜を行うもq)), カ海老 (土盛愚生範)

のあいだに繋成きれ,盛蜜葡gTJ滞尊称もなくすべてが円

漸 こ強いていたものである (固5･1),

しかし,近代立野の哲男,とくに=頻生産lこ捲う額斉

の勲をはJFaじてい1gい宗を形成す 5 ことk:なって壷

た.生産者と梢重曹との双方から真束勃ないしほgF出物

が放出盲れ,しかもそれが貴,旦ともにE鹿の遠頭で分

解されるということかあまり期待できf-fいようになって

重た.このために.こtT,らの街軍芦i耳鏡汚染教官となっ

て.公書,虐居歳暮,立鵠誼額の原屈となる盾廉をはら

むJLいたった.

たまたま,敬呈歯等によ-)で舟廃されたり,無害イヒ与

れたり,あ言いは大東や水によって為駅や藍取去れ,生

序に喜寿官を及ぼすj三どの昔には凄しない譲合 もあろう
軌 食物連銀を講 じて垂線されて生捧i.t取りIBまれ軒書

を患こしたり,音声出鼻があさりg･いため,正達,峯岸R:

脚 を及ぼすことも重くPitりつつある.

大男青嵐 凍賃汚乱 土讃汚染として把過されるもの

は,その鋼である.そして. この落合,生倖Ii不軌tも

不堪嵐 庚清から死亡It:いたる王での苛々の敦.Vで悪影

gをうけることにな.ろう.

fi丸 茂塊汚染としてFi,単虹亮軽助だ桝こととまL

す,番エネルギーの押葉FE伴う蕪だ軌 苅良への緋 .

人口増jC.希恵地車への人口集中に伴う社会iR魂への彰

砺笹も草_%されるべきで亙ろう. こ可ようにわれわれぎ三

今亀有に ,生理系を皇簿として考え,人男の鼓亡につIf

かるような軸 汚染をどのように屈揮する血という方南

で重力することが,ますます重く雲Tfされる.

r患合有生公衆衛生戦 備 江生.1978より-前夜尉
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2.人間環境に関すら国連会議 (1972年､ス トックホルム)

人間常襲とは､個人または地域社会の人々の健康と福祉に､明らかなそして繰出しうる

境黒 (effect)をもたらす人間の外部にある､初雪的､化享的､生物学的そして社会作用か

らなるものとして考えることにする｡

3.｢健康｣とは WHO (WorldHealthOrganlZatlOn,世界保健確聞)の憲章 (抜粋)

｢健贋とは肉体的､精神的ならびに社会的に完全に良好な状態をいうのであって､単に

病気や虚弱でないことをいうのではない｡できる限り最高の健康水準を享受することは､

人確､宗教､政治的信条､経済的ならびに社会的地政のいかんに関わらず､すべての人間

の基-S的権利の一つである.

すべての国民の健康は､平和と安全保障のための基礎であり､また傭人的ならびに国家

間の完全な協力が必要である巾

政府は国昆の偉廉に対しては芳任をもっており､そのため十分な衛生と社会的手段を実

施せねばならない｡｣

4.公′土:から環境問層-

* 公害 (publicnuisa_tlCe)公衆に対する生活妨香

*戦後の両度成長期に幾多の公等問曙がおこる｡四日市境息､水俣病､イタイイタイ病等
* 公害対繋基本法町制走 (昭和42年)

T事業者､囲および地方公葬団体の公春防止にEBする賛蕃｣を明記

公害とは ｢事業活動その他の.岨 茎数に伴って生ずる相当範臥こわたる大気の汚染､

水質の汚濁､土壌の汚染､短音､振動､地盤の沈下および臭素によって人の健康ま

たは生活環境に係る観藍が生ずること｣

* .*境基本法の制定 (平成5年)

環境の保全について､基本雫忠を定め､並びに国.鞄毛虫蕪団体､事業者及び国民

の責務を明らかに ･･･

｢埋草の負荷｣とは活動により環寮に加えられる影響であって､環境の保全上の支

障の原囲となるおそれのあるもの

公賓とは ｢盈遠望堤全上の支障のうち､事業活動 - ･｣

* 環韓基本計画の策定 (平成6年)

第3善吉第1車5節 化学物質の環境 Lrスク対策

これらの化学物好が環境の保全上の支障を生じさせるおそれ (以下 ｢環境 リス

之｣という)をできるだけ定丑的に評価し- ･

* 環境蓉策に ｢リスクjの概念の導入

リスクとは r望ましくない津具とそれが起こる予測頻度｣

頭韓リスクの対象となるものはム旦塩塵､生温盈塩､皇盤基 ･その他

* 産業型公害から都市型公害へさらに地球環境間麿が加わる

自動車排寛ガス問萄 :室架酸化物､ディーゼル排気粒子 (DEP)

廉粟肋間麿 :ダイオキシン類の発生､土壌汚染､地下水汚染

地球温瞳化 ･オゾン層の破贋 :二酸化炭素の排出､フロンの鮭用
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*これまでの典型的な公害対策
俸寮妹青の発生 :四日市鴨居一二薩化硫黄､煤塵､水俣病-有機水銀､

イタイイ舛病-カ ドミウム

因果関係の究明

医療補償 ･生活補償

1: リスクの横念の導入による新たな衆韓間圏対審

確率的にリスクを予測しリスクの低減対策をとる泉藍防止=の原刺

個々の汚染物質を規制するのみでなく包藍坦々封建

5.環草倫理学とは (浄境倫理学のすすめ､加藤尚武､丸善ライ7.ラ1)-)

① 自然の生存権の問腰 :人間だけではなく､生物の穂､生態系､景観などにも生存の

権利があり､勝手にそれを否定してはならない.

生存の権利とは何かという新たな･開場の謹起

② 世代間倫理の問題 :現在世代は､未来世代の生存可能性に対して常任があるD

虎境を破壊し､費甑を枯掲させるという行為は､現在世代が加宮者になって未来

世代が按宥者になるという構造.加害者と被害者が世代にまたがる時間差を持つe

封建主鼓的な絶対主義な決定システムから民主主尊的決定システム-の転換による

当鮭の帰結｡

③ 地球全体主義 :地球の生態系は開いた宇宙ではなくて閉じた世界である_)

この閉じた世界では､利用可能な物質とエネルギーの紐丑は有限である｡その中

で生存可能性の保証に優先権がある｡しかも次の世代に選択の形だけを与えるので

はなく､現実の選択可能性を保証しなければならない｡

何を目標にするかは倫理間鱈である｡どの目標が到達可能であるかば技師問題で

あるさ技術は一般に選択可能性の幅を広げるO倫理とは選択可能なものの中から長一

哲のものを選択する方法である｡

6.自然との共生

r̂ 間はあらゆる自然の恵みによって生を得ているのであり､それを壌まえて人として

歩むべき蕗､いかに生きるべきかを考える｣｡自然との共生 (ともいき)は､現代社会のあ

らゆる面で人間が自らの都合で自分の周囲の自然環境を十分配厳せずに一方的に振る舞っ

てきたことに封する反省の念D

7.環境教育 ･環境学習の重要性

環境に親心をもつ人々を育てる｡,これらの子供達が大人になった時､界壁がどう保全さ

れていくかO現在の実行者である大人を教育するよりは結局はこどもを教育する方が早道

である｡

8.レポー ト隈曙

①あなたが興味をもっている環境間甥を一つ取り上げ､自分ならどのような解決舞を兄

いだすかについて鞄じなさい〔一
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公害から環境問題へ(1)

公書(publicnuisance):公衆に対する生活妨苫
載後の高度成長期にわが国の代表的な公賓開祖がお
こる

四日市喘息:石油コンビナートから抹出される二軽化
碇焚,煤じんによる大気汚染

水俣病二エ塔捷水に含まれる有坂水銀による水鎚,%
の汚染

イタイイタイ病:鉱山から抹出され1=カドミウムによる土
壌汚染

公害から環境問題へ(2)

公害対策基本法の制定(昭和42年)

公害とは｢事菜活動その他の人の活勤に伴っ

て生ずる相当範囲にわたる大気の汚箪_水質
の汚染､土壌の汚染､長音､転勤､地盤の沈
下および臭気によって人の健康または生活環
境に係る被害が生ずること｣

｢有井者.固および地方公共団体の公賓防止
に関する責務｣を明記
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大坂上空から見た大気汚染.吋

･｣..■ ■~｢ LJ } lr-L ID.lI DFT}i丸氏姓即 Il■ ll !jJ..=J .-_l LJl l

LhJ､■■一一

TL車 9型定(平成5年,
､｢確頓の負荷｣とは活軸により増塊に与えられ
る彩管であって､環境の保全上の支障の原因
となるおそれのあるもの

l公害とはr環境の保全上の文通のうち､I.-｣

■環境の保全について基本的理念を定め､並
びに国､地方公共団体､串蕪者及び国民の
責預を明記

⊥ 昼型 垂軍些 都市型公害-
ー自動車ff,気ガス間盟.窒葉酸化物による光化

学スモッグ､ディーゼル嫌気頼子

,廃棄相聞旺:ダイオキシン頴の発生､土壌汚染,
地下水汚染

■他項環境問甥:フロンの放出によるオゾン,rdの
破頓､二酸化炭素の増加による
地球温暖化

環境基本計画の策定(平成6年)

第3部軍1車5節 化学物質の瑚壌リスク対完

化学物質が環境の保全上の支津を生じさせる

おそれ(以下｢環境リスク｣という)をできるだけ
定量的に評価し-I

環墳政策に初めて｢リスク｣の概念を導入

｢リスク｣とは｢望ましくない結果とそれがおこる
予測崖盃藍J

】事後対策から未然防止-

-.ilリスクの堀意の導入による新たな環境開
朗対策を展開

■確率的にリスクを予測し､リスクの低滋対

葉をとる未然防止の原則

L個々の汚染髄質を規制するのみでなく包
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